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体と向き合う時間をつくりませんか
人間ドック          公益財団法人 

東京都予防医学協会の で

マルチスライス
CTで
高品質の
健康チェック

1
受診者全員に
保健相談を
実施

2
ワンフロアで
スムーズな
検診を実現

3
管理栄養士
考案の

お弁当ランチを
ご提供

4
大腸内視鏡
検査など

アフターフォローも
充実

5

本会の人間ドックの5つの特色

健康的な毎日を送れるよう、精度の高い検査と心をこめたサービスで、
皆様の健康づくりをサポートいたします。

（受付時間／月～金 9：00 ～ 17：00）

ご予約電話
携帯電話からは 03-3269-2190

0120-128-177 東京 予防医学 検索
https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp
予約前後に健康保健組合様へのお手続きが必要な場合がございます。
健康保健組合様の指示に従い、お手続きをお済ませください。



公 益 財 団 法 人 東 京 都 予 防 医 学 協 会

保健会館クリニック
〒162-8402 東京都新宿区市谷砂土原町1-2
TEL 03-3269-1151
URL https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/hokenkaikan/

A D D R E S S

▶JR総武中央線「市ヶ谷」駅より徒歩5分
▶東京メトロ有楽町線・南北線

 「市ヶ谷」駅5・6出口より徒歩2分
▶都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」駅より徒歩5分

A C C E S S

月曜日 ～ 金曜日 ･･･････9:00～16:30
第 1・3・5土曜日 ･･･････9:00～11:30
※初診の受付 午前 ･･･････9:00～11:00

 午後 ･････13:00～16:00

受 付 時 間

　

肺
放
射
線
診
断
科
で
は
、
健
康
診
断

の
Ｘ
線
な
ど
で
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場

合
に
、
主
に
Ｃ
Ｔ
で
精
密
検
査
を
行
い
、

経
過
観
察
や
必
要
が
あ
れ
ば
各
々
の
専

門
病
院
に
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
禁
煙
治
療
の
た
め
の
外
来
で

は
、
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
方
に
薬
な
ど

で
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

肺
の
全
体
が
写
っ
て
い
る
Ｘ
線
写
真

と
、
一
断
面
だ
け
が
詳
し
く
見
え
る
Ｃ

Ｔ
の
画
像
を
対
比
し
な
が
ら
、
肺
の
中

に
生
じ
て
い
る
変
化
な
ど
を
確
認
し
た

上
で
、
検
査
当
日
の
う
ち
に
、
具
体
的

に
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

▼
担
当
し
て
い
る
外
来
の
特
徴

▼
大
事
に
し
て
い
る
こ
と金 子昌弘

クリニック所長

日本呼吸器学会
認定指導医

医 師より一言

診 療科目

内科 内分泌科

肺放射線診断科 糖尿病内科

消化器内科

婦人科

循環器内科

乳腺外科

呼吸器内科
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22 本会の活動から 25 Information

14 「チームよぼう」が応援します！

東京都神津島村役場 様

17
管理栄養士とめぐる歴食の旅

「健康長寿のカギは肉にあり」

【管理栄養士コラム】

19
北村邦夫『ピル』
北村邦夫 日本家族計画協会会長・理事長

おすすめの一冊　

16
人間ドック“オプション検査”体験しました!!

「経腟超音波検査」

【保健師コラム】

生まれて初めての血液検査

新生児マススクリーニングとは

18
からだ整えていますか？

「体力を上げるコツ」

【健康運動指導士コラム】

20 エキスパートに聞く　よぼう医学Q&A

連載
10 睡眠学入門 快適な眠りにいざなうために

小曽根基裕 東京慈恵会医科大学精神医学講座准教授

自分に必要な
睡眠時間を知ろう

12 新・産業医訪問

井上ゆか子 三井住友銀行産業医

事例から学ぶ 感染症対策11

堀　成美 国立国際医療研究センター感染症対策専門職

子宮頸がん検診 
受診率アップの戦略

13 新型タバコの危険性

金子昌弘 本会健康支援センター長
有害性示す研究や事例が多数報告

C O N T E N T S
特集

01 レクチャーの部

02 見学の部

03 よりよい検診に向けての意見・提案

協力／東洋大学ライフデザイン学部健康スポーツ学科、帝京短期大学生活科学科

04 子宮頸がん検診
若い世代の
受診率アップをめざして

石毛美夏 日本大学病院総合診療センター小児科専任講師



Column

30
～
40
代
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

　

好
発
年
齢
が
若
年
世
代
と
な
る
と
、

当
然
、
妊
娠
や
出
産
と
の
兼
ね
合
い
が

問
題
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
妊に

ん

孕よ
う

性せ
い

（
妊
娠
す
る
力
）
を
温
存
す
る
治
療
や

手
術
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
日
は
、
子
宮
頸
が
ん
に
罹
ら
な
い

た
め
に
、
が
ん
検
診
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
い
か
に
大
事
か

と
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

り
発
症
す
る
タ
イ
プ
の
が
ん
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
い
っ
て
も
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
非
常
に
あ

り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
、
性
交
渉
の
経

験
の
あ
る
女
性
の
約
８
割
が
一
度
は
感

染
し
た
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
、
感
染
自

体
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
場
合
は
感
染
し
て
も
症
状
の
な

い
う
ち
に
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す
。

　

北
陸
地
方
で
行
わ
れ
た
調
査
研
究
に

よ
り
、
日
本
の
一
般
女
性
に
お
け
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
検
出
率
は
20
代
で
は
20
～
30
％

と
高
く
、
30
代
以
降
は
だ
い
た
い
10
％

台
に
落
ち
着
い
て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
米
国
な
ど
の
デ
ー
タ
で
も

同
様
の
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
多
く
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
子
宮
頸
が
ん
を
引

き
起
こ
す
率
の
高
い
ハ
イ
リ
ス
ク
型
の

ウ
イ
ル
ス
は
13
種
類
程
度
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18

型
は
が
ん
病
変
か
ら
検
出
さ
れ
る
頻
度

が
非
常
に
高
く
、
こ
の
２
つ
の
タ
イ
プ

で
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
約
７
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
で
「
陽
性
」
と
判
定
さ

れ
た
受
診
者
は
非
常
に
心
配
さ
れ
ま
す

が
、
感
染
が
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
病

変
が
あ
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

若
い
世
代
で
増
え
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
に
は
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
の
徹
底
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
秋
号
の
特
集
で
は
、16
人
の
大
学
生
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

若
い
世
代
の
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

●
協
力
／
東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科
、帝
京
短
期
大
学
生
活
科
学
科

　

正
常
な
子
宮
は
洋
ナ
シ
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
て
、
鶏
の
卵
く
ら
い
の
大
き

さ
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入

り
口
に
で
き
る
が
ん
な
の
で
、
進
行
す

る
と
外
来
の
診
察
で
も
肉
眼
で
確
認
で

き
る
、
そ
う
い
う
が
ん
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
特
徴
は
、
比
較
的
若

い
方
に
も
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
30
代
前
半
の
妊
娠
経
験
の
な
い

方
で
、
子
宮
と
卵
巣
を
全
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
態
に
ま
で
進
行
し
た
が
ん
が

見
つ
か
り
、
最
終
的
に
は
リ
ン
パ
節
に

も
転
移
し
て
い
た
と
い
う
症
例
を
私
自

身
も
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
の
よ
う
に
日
本
の
子
宮
頸
が
ん

の
好
発
年
齢
は
、
１
９
８
３
年
は
50
代

以
降
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
若
年
症
例

の
増
加
に
伴
っ
て
、
２
０
１
３
年
に
は

子
宮
頸
が
ん
と
は

［
特
集
］子

宮
頸
が
ん
検
診

若
い
世
代
の

受
診
率
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
て

はじめに、本会細胞病理診断部長
の久布白兼行医師が子宮頸がんに
ついて解説しました。レクチャーの部01

若
い
人
の
罹
患
が
急
増

ど
ん
な
病
気
？ 

原
因
は
？

子宮頸がんと、子宮体がん
子宮の入り口にできる「子宮頸がん」と、子宮の体部に
できる「子宮体がん」はまったく別の病気です。

●ＨＰＶウイルスが原因。
●30～40代に多い。若い世代での増加が大きな問題となっている。
　日本では年間約1万6000人が診断され、約2500人が亡くなっている。

子宮頸がん

年齢階級別罹患率（全国推計値）

0
5

10
15
20
25
30
35
40

日本の子宮頸がん罹患率の推移
45

図１

■1983年　■2013年

国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」HPより作成

10
〜
14
歳

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

好発年齢は、1983年
には50代以降だったが、
若年症例の増加に伴
い2013年 には30～40

代にシフトしている
人
口
10

万
対

久布白医師より子宮頸
がんについての解説を
聞く大学生の皆さん

子宮

膣

子宮体部

子宮頸部 子宮頸がん

子宮体がん卵巣

卵管

●閉経前後の女性に多くみられる。
●日本では年間約8000人が診断され、約1600人が亡くなっている。

子宮体がん

45 2018 AUTUMN 2018 AUTUMN



　

子
宮
頸
が
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
持
続
感

染
に
よ
り
、
異
形
成
（
が
ん
に
な
る
前

の
状
態
）
を
経
て
浸
潤
が
ん
（
扁
平
上

皮
が
ん
）
に
至
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
か
ら
発
が
ん
ま
で
の
期

間
は
、
５
～
10
年
ほ
ど
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る

に
は
、
①
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
を
阻
止
す
る

②
前
が
ん
病
変
の
段
階
で
早
期
に
発
見

す
る
―
―
の
２
つ
の
対
策
が
有
効
と
な

り
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
現

在
１
３
０
カ
国
以
上
で
販
売
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
２
０
１
６
年
１
月
時
点
で

65
カ
国
に
お
い
て
国
の
接
種
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
国
内
で
承
認
さ
れ
て
い
る
の
は

２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
で
、
予
防
効
果
は

60
～
70
％
と
さ
れ
ま
す
。

　

標
準
的
な
接
種
対
象
年
齢
は
12
～
16

歳
で
、
い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ
ャ
ル
デ
ビ
ュ

ー
の
前
に
抗
体
を
作
る
こ
と
で
感
染
を

防
ぐ
と
い
う
も
の
で
す
。

＊
＊
＊

　

日
本
で
は
２
０
１
０
年
に
接
種
が
開

始
さ
れ
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
は
定
期

接
種
と
な
っ
た
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
「
副
反
応
」
報
道
を
き
っ
か
け

に
、わ
ず
か
２
カ
月
後
の
６
月
に
は「
接

種
の
積
極
勧
奨
の
一
時
差
し
控
え
の
通

知
」
が
出
さ
れ
る
事
態
と
な
り
、
残
念

な
が
ら
現
在
、
接
種
は
ほ
ぼ
停
止
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
間
に
も
、
国
内
外
で
数

多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
と
安
全
性
を
示
す
科
学
的
な
エ

ビ
デ
ン
ス
が
多
数
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
は
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を

め
ぐ
る
議
論
に
関
す
る
声
明
」
を
発
し

て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
検
診
は
、
従
来
、
細

胞
診
（
図
３
）
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
細
胞
診
は
子
宮
頸
が
ん
の

死
亡
率
減
少
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る

確
か
な
検
査
方
法
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
子
宮
の
入
り
口
の
子

宮
頸
部
か
ら
細
胞
を
採
り
、
そ
れ
を
顕

微
鏡
で
見
て
、
ど
の
よ
う
な
細
胞
が
あ

る
か
を
調
べ
ま
す
。

　

細
胞
診
検
査
で
は
、
が
ん
だ
け
で
な

く
異
形
成
も
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
異

形
成
の
段
階
で
発
見
す
る
こ
と
で
が
ん

に
進
展
す
る
の
を
防
ぎ
、
２
次
予
防
を

行
う
の
で
す
。

　

近
年
、
新
し
い
検
査
法
と
し
て
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
感
染
の
有
無
や
ウ
イ
ル
ス
の
タ

イ
プ
を
調
べ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
が
登
場
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
細

胞
診
と
同
時
に
行
う
同
時
併
用
法
や
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
陽
性
者
だ
け
に
細
胞
診

を
行
う
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
陽
性
者
へ
の
細
胞

診
ト
リ
ア
ー
ジ
法
と
い
っ
た
検
査
法
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
指
針
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

は
20
歳
以
上
を
対
象
に
２
年
に
１
回
行

う
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

東
京
都
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
率
の

推
移
デ
ー
タ
で
す
（
図
４
）。
受
診
率

は
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い
て
、
平
成

27
年
度
に
は
39
・
８
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
が
目
標
と
し
て
い
る
受

診
率
50
％
に
対
し
40
％
弱
と
、
ま
だ
足

り
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
①
検
診
の
申

し
込
み
②
検
査
③
細
胞
診
④
結
果
報
告

―
―
と
い
う
流
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
ご

と
に
方
法
が
異
な
り
ま
す
（
図
５
）。

込
む
形
に
な
り
ま
す
。
大
体
こ
の
３
パ

タ
ー
ン
に
分
か
れ
ま
す
。

　

受
診
先
は
、
複
数
あ
る
指
定
医
療
機

関
の
中
か
ら
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

気
に
な
る
費
用
（
自
己
負
担
金
）
は

無
料
、
も
し
く
は
５
０
０
～
１
０
０
０

円
く
ら
い
の
間
と
い
う
の
が
一
般
的
で

す
。
全
額
自
費
の
場
合
に
は
８
０
０
０

円
ほ
ど
す
る
検
査
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
は
お
住
ま

い
の
自
治
体
の
申
し
込
み
方
法
を
知
る

こ
と
で
す
。
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
た

り
、自
治
体
名
と
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ウ
ェ
ブ
で
検
索
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

申
し
込
み
が
終
わ
る
と
、
次
は
医
療

機
関
で
の
検
査
で
す
（
図
６
）。

　

検
査
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
問
診
票
を

記
入
し
ま
す
。
そ
の
問
診
票
に
従
い
、

月
経
の
様
子
、
既
往
歴
、
家
族
歴
な
ど

の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
医
師
が
直
接
子
宮
頸
部
の

状
態
を
観
察
す
る
視
診
と
、
触
っ
て
調

べ
る
内
診
、
そ
れ
か
ら
子
宮
頸
部
の
細

胞
の
採
取
が
行
わ
れ
ま
す
。
以
上
で
検

査
は
終
了
で
す
。

　

こ
こ
で
採
取
さ
れ
た
細
胞
は
、
顕
微

鏡
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
細
胞
診

で
す
。

　

結
果
は
「
異
常
な
し
」
か
「
要
精
密

検
査
」
で
報
告
さ
れ
ま
す
（
図
７
）。

「
要
精
密
検
査
」
＝
「
が
ん
」
と
考
え

る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
が
、
が

ん
に
至
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
段
階
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
途
中
で
見
つ
か

っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
た
だ
く
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

　

怖
が
ら
ず
に
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
精
密
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つい
て

レクチャーの部01

ま
だ
ま
だ
低
い
受
診
率

ど
う
や
っ
て
受
診
す
る
の
？

気
に
な
る
費
用
は
？

検
査
は
何
を
す
る
？

結
果
が
わ
か
り
に
く
い
？

１
次
予
防 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で

感
染
を
阻
止

２
次
予
防

検
診
で
早
期
発
見

子
宮
頸
が
ん
は

予
防
で
き
る
！

［特集］ 若い世代の受診率アップをめざして子 宮 頸 が ん 検 診

　

例
え
ば
、
Ａ
区
は
20
歳
以
上
の
全
員

に
受
診
券
が
配
布
さ
れ
ま
す
が
、
Ｂ
区

は
「
受
診
し
た
い
」
と
自
分
か
ら
申
し

出
な
い
と
受
診
券
が
届
き
ま
せ
ん
。
ま

た
Ｃ
区
で
は
自
分
で
直
接
病
院
に
申
し

子宮頸がんは早期発見と予防が可能

子宮頸がん検診 受診率の推移

HPVが感染した状態正常な細胞

がん細胞

HPVの感染予防には予防ワクチン 1次予防

早期発見には子宮頸がん検診２次予防

図２

この状態で
見つければ、

がんに
ならない

異形成（がんになる前の状態）

図３ 子宮頸部細胞診
産婦人科外来で
細胞を採取

スライドガラスへの塗抹

検査室で顕微鏡による検査

平
成
７
年
度

平
成
12
年
度

平
成
17
年
度

平
成
22
年
度

平
成
27
年
度

0%

20%

40%

60%
少しずつ受診率は上昇しているが
目標とする【受診率５０％】はまだまだ…

25.4
20.4

31.4 35.9
39.8

図４

▶あなたの住んでいる地区は？

どうやって受ける？ 図５

Ａ区 B区 C区
申し込み

方法
20歳以上に
全員送付

区の健康課へ
受診券を請求

受診券の
配布なし

医療機関の
選び方 区内の指定医療機関から選べる

検診の
費用

無料～ 1000円 程度で受診できる自治体がほとんど
20歳に対しては、無料クーポン券を発行しているところも！ 
☆自費で受けると 約８０００円

自治体名 子宮がん検診 検索

検査は何をする？図６

● 問診（問診票を記入）　● 視診　
● 内診　● 子宮頸部細胞採取（細胞診）

検査
内容

結果がわかりにくい？図７

「今回の細胞診検査では、異常を認めませんでした」
今後も定期的に検診受診を。
自覚症状がある時は、検診を待たずに、医師の診察を受けよう。

異常なし

「念のために、もう少し検査をしましょう」
怖がらず、早めに医療機関を受診することが大切。
精密検査では、コルポスコープ診、組織診、ＨＰＶ検査などが行われる。

要精密検査（精密検査が必要）

精密検査＝“がん”ではない！

次に、子宮頸がん検診の現状や課題について
スタッフがお話ししました。
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い
。

□
視
診
・
内
診　

問
診
が
終
わ
っ
た
ら

隣
の
部
屋
に
移
動
し
、
内
診
台
に
座
り

ま
す
。
本
会
の
内
診
台
は
自
動
で
動
い

て
背
も
た
れ
の
角
度
が
変
わ
り
、
診
察

の
体
勢
に
な
る
タ
イ
プ
で
す
。

　

内
診
台
と
医
師
と
の
間
は
開
閉
式
の

カ
ー
テ
ン
で
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

準
備
が
で
き
た
ら
、
ま
ず
医
師
が
子

宮
頸
部
の
状
態
を
肉
眼
で
観
察
し
ま
す
。

次
に
、
子
宮
や
卵
巣
の
状
態
を
調
べ
る

触
診
を
行
い
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
う
ち
は
緊
張
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
深
呼
吸
を
し
つ
つ
体
の
力
を

抜
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

□
細
胞
採
取　

続
い
て
、
腟
部
と
子
宮

頸
部
か
ら
ブ
ラ
シ
な
ど
で
細
胞
を
採
取

し
ま
す
。

　

こ
こ
で
採
取
し
た
細
胞
で
細
胞
診
検

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

検
査
で
採
取
し
た
細
胞
を
顕
微
鏡
で

見
て
、
ど
の
よ
う
な
細
胞
な
の
か
を
一

つ
ひ
と
つ
調
べ
て
い
く
の
が
細
胞
診
検

査
で
す
。

□
細
胞
診
の
方
法　

ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス

に
塗
ら
れ
た
細
胞
を
、
細
胞
検
査
士
が

顕
微
鏡
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
最
近
で

は
採
取
し
た
細
胞
を
特
殊
な
液
体
に
入

れ
て
標
本
を
作
製
す
る
方
法
（
液
状
検

体
法
）
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

異
常
な
細
胞
が
あ
っ
た
場
合
は
、
病

変
の
程
度
を
細
胞
診
専
門
医
が
診
断
し

ま
す
。

□
顕
微
鏡
で
見
た
細
胞
像　

写
真
は
正

常
細
胞
が
が
ん
に
進
展
し
て
い
く
様
子

で
す
。

　

異
常
な
細
胞
は
核
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て

い
た
り
、
細
胞
の
形
が
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
の
よ
う
だ
っ
た
り
と
不
揃
い
に
な
り
、

明
ら
か
に
正
常
な
細
胞
と
は
違
う
の
が

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
細
胞
診
で
は
、
が
ん
だ

け
で
は
な
く
、異
形
成
（
前
が
ん
病
変
）

の
段
階
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

最後に、レクチャーと見学を終えた
皆さんに、よりよい検診に向けての
意見や提案などをお聞きしました。

よりよい検診に
向けての意見・提案03 続いて、検査施設や検査の方法など、実際の子宮

頸がん検診の現場をスタッフがご案内しました。見学の部02

［特集］ 若い世代の受診率アップをめざして子 宮 頸 が ん 検 診

こちらが診察と細胞採取を行う
女性検診センターです　

細胞の違いを見比べてみましょう

こちらが

細胞診検査を行う

検査研究センターです

内診台は

こんなふうに動きます

「検診受診への抵抗感」「子宮頸がんや検診に
ついての知識の不足」に関するコメントがほ
とんどを占めました。

Question 1

受診しづらい、受診しようという気にならないのは、なぜ？
■ 恥ずかしいし、怖い。
■ 産婦人科を受診すること自体に抵抗がある。
■ 婦人科に何をしにきたと思われるか、周囲の目が気になる。
■ 男性の先生だと恥ずかしい。
■ 予防接種したので検診は必要ないと思っていた。　
■ 検診内容をよく知らないので。
■ 母親も検診を受けていないので、

受けなくて大丈夫だと思っていた。
■ 「まだ早い」「まだ関係ない」と思っていた。
■ そもそも知識がないので、

受ける・受けないの判断もできない。
■ 周囲に受診した人がいないので、不安。

「一人では不安なので、友だちや母親と一緒に
受診したい」という意見が印象的でした。その
他、「女性医師に診て欲しい」「子宮頸がんのこ
とをもっと知ること」などの意見も出ました。

Question 2

どうしたら受けやすくなる？
■ 友だちと一緒なら受診しやすい。
■ グループ割引や、親子割引などがあれば。
■ 母親と一緒に受診できたら安心。
■ 若い人がたくさん来る病院だとわかれば

行きやすいと思う。
■ 今日みたいな勉強の後に集団検診できたら。
■ 検診だけだと気が重いので、特典が欲しい。
■ 肌年齢チェックなど、楽しめるものや

ためになるものとセットで受けられれば。
■ 内診台のカーテンなどに

もっと配慮して欲しい。
■ 女性医師を選べるようにして欲しい。
■ 子宮頸がん検診の重要性を理解する。

Question 3

そのためには何が必要？
■ ハガキだとダイレクトメールに紛れて

読まずに捨ててしまうので、受診勧奨は他の方法がいい。
■ イラスト付きのパンフレットで啓発する。
■ 女性だけじゃなくて男性も知っておくべきことだと思う。
■ 啓発資料は男性が手に取りやすいデザインも用意する。
■ 高校を卒業する直前に、
リスクや子宮頸がん検診の重要性を教わる機会をつくる。

■ 若い世代に多いのなら
保健の授業に取り入れればいいと思う。

■ 性教育自体もきちんと教えていかないといけないと思う。
■ CMなどで受診者の体験談などを聞ければ、

受診をイメージしやすくなる。
■ 女性が行きやすい場所、

女性だけしか入れないことをもっとPRする。

「男性も知っておくべき」「CMや冊子などでもっと
啓発をすべき」という意見の他、学校でのがん教育
を充実すべきという提案も寄せられました。

会
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
る「
女
性
検
診
セ
ン
タ
ー
」

は
女
性
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
女
性
で
す
の

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
過
ご
し
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。「
診
察
は
女
性

の
医
師
に
」
と
い
っ
た
ご
要
望
に
も
お

応
え
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

□
問
診　

診
察
室
に
入
っ
た
ら
、
ま
ず

は
問
診
で
す
。
事
前
に
記
入
し
た
問
診

票
を
元
に
、
医
師
が
受
診
者
様
の
お
話

を
う
か
が
い
ま
す
。

　

答
え
に
く
い
質
問
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
安
心
し
て
お
話
し
く
だ
さ

本

　若い女性にとっての、一人で産婦人科を受診するこ
とへの抵抗感、ハードルの高さを改めて感じました。
子宮頸がん検診を若い世代に普及させるには、学校で
のがん予防教育と共に、メディアを使った啓発ももっ
と必要なようです。また、今後は若い人が受診しやす
い集団検診の方法なども検討すべきかもしれません。
　東洋大学、帝京短期大学の皆さん、ご協力ありがと
うございました。

取材を終えて

子宮頸がんの進行
正常

異形成

早期がん

進行がん
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睡
眠
の
評
価
は
と
か
く
主
観
的
な
感
覚
に

頼
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
眠
れ
た
／
眠
れ

な
い
」
と
い
う
睡
眠
感
は
あ
り
ま
す
が
、
実

際
に
何
時
に
寝
て
何
時
に
起
き
た
か
と
い
う

こ
と
は
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
こ
で
一
つ
の
方
法
と
し
て
「
睡
眠

日
誌
※
」
を
付
け
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
寝
た
時
間
と
起
き
た
時
間
を
グ
ラ
フ

上
に
記
載
し
、
日
中
の
眠
気
に
つ
い
て
大
ま

か
に
５
段
階
評
価
す
る
も
の
で
す
。
も
し
付

け
忘
れ
れ
ば
、
翌
日
に
な
っ
て
思
い
出
し
て

付
け
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
２
週
間
以
上
行
い
ま
す
。
そ
う
す

る
と
日
中
の
眠
気
が
強
い
日
と
眠
気
が
な
い

日
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
そ
こ
で

睡
眠
時
間
や
睡
眠
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
日
中
の

眠
気
の
評
価
を
見
比
べ
る
と
、
眠
気
が
な
い

と
こ
ろ
が
自
分
に
必
要
な
睡
眠
時
間
や
睡
眠

パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
眠
気
が
強
い
日
は
睡
眠

不
足
に
な
っ
て
い
る
日
で
あ
る
こ
と
が
、
全

体
を
眺
め
る
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
導
き
出
し
た
自
分
に
必
要
な
睡

眠
時
間
や
パ
タ
ー
ン
を
ま
ず
覚
え
て
お
き
、

そ
の
睡
眠
パ
タ
ー
ン
を
日
々
維
持
で
き
る
よ

う
に
心
が
け
て
み
ま
す
。
無
論
、
仕
事
や
学

業
な
ど
で
そ
れ
が
達
成
で
き
な
い
日
も
多
々

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
自
分
に
は
○

時
間
睡
眠
が
必
要
な
の
に
今
週
は
×
時
間
し

か
眠
れ
て
い
な
い
な
」
と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
意

識
を
持
つ
こ
と
で
、
次
に
ど
う
対
応
し
よ
う

か
と
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。

　

睡
眠
不
足
は
、
仮
眠
で
補
う
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
少
し
早
め
に
眠
る
こ
と
で
解
消
さ

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
睡
眠
衛
生
を
語

る
時
に
、
ま
ず
今
の
自
分
に
必
要
な
睡
眠
時

間
を
知
る
こ
と
が
、
睡
眠
対
策
の
第
一
歩
に

な
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
も
睡
眠
管
理
の
ア
プ

リ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
さ
れ

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

睡
眠
学
入
門

…ZZ
Z

耳
に
し
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
の
『
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針
２
０
１
４
』
に
は
、

「
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日
中
の
眠
気

で
困
ら
な
け
れ
ば
十
分
」
と
書
か
れ
て
あ
り

ま
す
。

　

ヒ
ト
の
睡
眠
時
間
は
図
の
通
り
正
常
加
齢

に
伴
い
減
少
し
、
20
代
で
８
時
間
で
あ
る
も

の
が
、
50
代
に
な
る
と
６
時
間
程
度
に
減
っ

て
き
ま
す
。ま
た
レ
ム
睡
眠
や
徐
波
睡
眠（
深

い
睡
眠
）
も
減
少
し
ま
す
。
徐
々
に
早
寝
早

起
き
の
傾
向
が
出
て
き
て
、
多
相
性
睡
眠
に

な
る
の
で
途
中
で
目
覚
め
る
よ
う
に
も
な
り

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
短
時
間
睡
眠
者
及
び

長
時
間
睡
眠
者
と
い
っ
て
、
短
く
て
も
睡
眠

が
充
足
す
る
タ
イ
プ
と
長
く
寝
る
タ
イ
プ
の

人
が
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
に
必
要
な
睡
眠
時

間
を
知
り
、
そ
の
時
間
を
き
ち
ん
と
取
る
よ

う
に
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ト
は
８
時
間
睡
眠
を
取
ら
な
い
と
い

け
な
い
」
と
い
う
〝
神
話
〟
を
よ
く

｢

ヒ

自
分
に
必
要
な
睡
眠
時
間
を
知
ろ
う

第 

２ 

回

［執筆者］

1989年 東京慈恵会医科大学医学
部卒業。2012年 スタンフォード
睡眠研究所客員准教授を経て2014
年から現職。日本睡眠学会認定医、
評議員、学会認定試験・副委員長、
日本時間生物学会評議員、日本臨
床神経生理学会認定医、日本精神
神経学会専門医・指導医。

小曽根 基裕
東京慈恵会医科大学
精神医学講座准教授

おぞね もとひろ

快
適
な
眠
り
に
い
ざ
な
う
た
め
に

※睡眠日誌は以下からダウンロードできます
https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/yobou/pdf/2018_02/04_01.xlsx

正常加齢に伴う睡眠内容の変化
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ら」という人もいれば、「検査が
怖い」「結果を聞くのが怖い」と
いう人もいます。検査をして治療
をすれば救えるはずの命ですから、
なんとか検査を受ける人を増やし
たいと女性の健康に関わる人たち
は願っているのですが。
　受診率アップのためには、ただ
願うだけでなく、戦略も必要です。
英国に嫁いだ看護師の友人の話で
は、忙しくて検診に行かなかった
ところ、２回目の受診勧奨の手紙
に検査のチャンスを放置している
リスクと責任について赤い文字の
警告が書かれていたそうです。
　一方、私が留学していたオラン
ダは、個人の自由を最大限尊重す
るスタンスが政策でも大事にされ
ているのですが、「どうしても検
診を受診したくない人は個人の自
由だから仕方ないよね」と言う一
方で、受診しなくても済む「自分
で検査」という次の選択肢を提案
しています。タンポン式の検査キ
ットを自分で使い、郵送するとい
うやり方です。
　私自身は、誕生月の５月に定期
の検診を受けるようにしています。
　最近販売されている生命保険で
は、運動をしたり予防の努力をす
るとお得になるプランがあるそう
です。そういった「動機付け」な
ど、前向きになれるような取り組
みも今後期待しています。

感 染 症 対 策
事例から学

ぶ

子宮頸がん検診受診率アップの戦略第 2 回

　がんと診断される人が増える一
番の要因は高齢化です。しかし、
一部のがんは若い世代で増えてい
ることが問題になっています。そ
の一つが子宮頸がんで、原因の一
つが「ウイルス感染」です。性行
為や性的接触で感染するHPV（人
間に感染するパピローマウイルス）
を予防するため、性的な行動が活
発になる前の人に接種して予防す
るワクチン＝HPVワクチンが開
発されました。
　このワクチンが導入されてから
既に10年が過ぎ、ワクチンが普及
している国では、検診で「異常で
す」と指摘される人が減っていま
す。ワクチン接種によって検査を
1～2年おきから5年おきに変更し、
対策のための苦労や予算を減らす
ことができた国もあります。
　子宮頸がん検診は人間の目で見
て細胞の異常を判定する仕組みの
ため、もともと一定の確率で「見
落とし」が起きます。そして早期

に発見しても、「異常」と言われ
たことで「がんになるかもしれな
い」という不安が当事者や家族を
苦しめています。命は救えたもの
の、手術の影響で妊娠が難しくな
ったり、妊娠そのものをあきらめ
たり、その後も後遺症で苦しむ人
たちがいます。ワクチンはこのよ
うな苦しみや悲しみを減らすこと
に大きく役立っています。
　一方で、HPV以外の原因でも
がんになる可能性があること、コ
ンドームでは面積の限界から感染
予防が完璧ではないことなどの理
由から、早期診断のための定期検
診も大切です。
　しかし日本では、予防ワクチン
の接種率も、子宮頸がん検診の受
診率も、どちらも低いことが課題
となっています。
　検診を受けない人に「なぜ受け
ていないのか」と問う調査はたく
さん行われています。「忙しいから」
「何も症状がないから」「面倒だか

堀　成美
神奈川大学法学部、東京女子医科大学看護短期大学卒業。
2009年国立感染症研究所実地疫学専門家コース（FETP）
修了。同年聖路加国際大学助教、2013年より現職。2015
年4月より国際診療部医療コーディネーター併任。

国立国際医療研究センター 感染症対策専門職 

［執筆者］

ほり なるみ

子宮頸がん検診受診率の国際比較（20〜69歳）
100

83.3%
80

60

40

20

0

アメリカ
US
2016

ドイツ
GERMANY
2014

イギリス
UK
2015

フランス
FRANCE
2014 韓国

KOREA
2016

オーストラリア
AUSTRALIA
2015

日本
JAPAN
2016

80.4%
76.9% 75.4%

56.4% 55.7%
42.1%

受診率（%）

がん研究振興財団『がんの統計’17』より
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私
は
１
９
８
８
年
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
、
研
修
で
同
病
院
の
内
科
の
す

べ
て
の
科
を
２
年
間
回
っ
た
後
、
川
崎
に
あ

る
日
本
鋼
管
病
院
に
出
張
し
ま
し
た
。
先
輩

方
の
指
導
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
を
経
験

し
、
そ
の
後
、
大
学
に
戻
っ
て
内
分
泌
代
謝

科
に
入
局
し
ま
し
た
。

　

同
科
を
選
ん
だ
の
は
、
研
修
で
最
初
に
回

り
、
と
て
も
印
象
が
深
か
っ
た
こ
と
や
、
日

本
鋼
管
病
院
で
多
く
の
虚
血
性
心
疾
患
の
症

例
を
診
て
、
初
期
の
段
階
か
ら
糖
尿
病
や
脂

質
異
常
症
を
し
っ
か
り
治
療
す
る
こ
と
で
、

重
症
化
予
防
に
取
り
組
め
る

と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
、
非
常
勤
で
勤
め
て
い
た
時

の
ご
縁
も
あ
っ
て
、
三
井
住
友
銀
行
で
専
属

産
業
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
の
判
定
、
過
重
労
働
者
や
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
後
の
希
望
者
と
の
面
談
、
疾

患
を
抱
え
る
職
員
の
支
援
を
し
つ
つ
、
銀
行

内
の
診
療
所
の
外
来
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
で
も
週
に
１
回
、
聖
母
病
院
と

保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
外
来
診
療
を
し
て

い
ま
す
。
健
診
で
糖
尿
病
や
甲
状
腺
異
常
を

指
摘
さ
れ
る
方
も
い
て
、
産
業
医
活
動
に
今

ま
で
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

当
行
の
主
な
活
動
拠
点
は
東
京
と
大
阪
に

あ
っ
て
、東
京
の
専
属
産
業
医
は
７
人
で
す
。

職
員
数
は
全
体
で
約
３
万
４
０
０
０
人
、
そ

の
う
ち
の
約
３
分
の
２
が
東
京
で
、
産
業
医

１
人
当
た
り
約
３
０
０
０
人
の
職
員
を
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。
大
所
帯
で
す
の
で
、
健
診

部
門
、
健
康
管
理
部
門
、
診
療
所
部
門
、
と

そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ッ
フ
が
系
統
的
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

過
重
労
働
者
等
へ
の
産
業
医
面
談
の
他
に
、

保
健
師
が
支
店
に
出
向
き
、
職
員
の
全
員
面

談
を
行
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。
訴
え
が

な
か
っ
た
職
員
で
も
、
実
際
に
会
っ
て
み
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
の
場
合

は
、
名
古
屋
か
ら
北
海
道
ま
で
出
か
け
て
面

臨
床
で
の
経
験
を
産
業
医
活
動
に
生
か
す

治
療
と
仕
事
の
両
立
や
子
育
て
世
代
を
支
援

第      
回
2

三
井
住
友
銀
行

産
業
医 
井い

の

上う

え 
ゆ
か
子こ 

氏

産
業
医

問
訪

連載
新

　

入
局
後
は
、
研
修
医
の
指
導
を
含
め
た
臨

床
業
務
を
行
い
つ
つ
、
１
型
糖
尿
病
に
お
け

る
自
己
抗
体
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
抗
Ｇ

Ａ
Ｄ
抗
体
も
ま
だ
自
分
た
ち
で
測
定
す
る
し

か
な
く
、血
糖
管
理
と
合
併
症
予
防
の
研
究
、

Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
が
よ
う
や
く
発
表
さ
れ
た
頃
で
し

た
。
当
時
は
無
給
で
し
た
の
で
、
生
計
を
立

て
る
た
め
、
さ
く
ら
銀
行
（
現
・
三
井
住
友

銀
行
）
で
、
非
常
勤
医
と
し
て
３
年
間
ほ
ど

外
来
診
療
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
蔵
病
院
（
現
・
国
立
成
育
医

療
セ
ン
タ
ー
）
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
０
年

か
ら
は
聖
母
病
院
で
２
人
の
子
育
て
を
し
な

が
ら
の
勤
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。
聖
母
病
院

は
お
産
件
数
の
多
い
病
院
で
す
。
甲
状
腺
疾

患
や
糖
尿
病
、
妊
娠
糖
尿
病
な
ど
の
内
分
泌

代
謝
疾
患
を
合
併
す
る
妊
婦
さ
ん
も
多
く
、

適
切
な
治
療
が
で
き
る
よ
う
、
甲
状
腺
と
妊

娠
の
大
家
で
あ
る
百
渓
尚
子
先
生
（
東
京
都

予
防
医
学
協
会
保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の

下
で
、
貴
会
保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療

に
携
わ
る
機
会
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。外
来
、

病
棟
業
務
や
当
直
と
め
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で

談
し
、
産
業
医
に
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
た

め
、
健
康
管
理
に
非
常
に
有
用
で
す
。

　

病
院
だ
け
で
外
来
診
療
し
て
い
た
時
、
忙

し
く
て
病
院
に
来
ら
れ
な
い
と
い
う
患
者
さ

ん
に
、「
自
分
の
身
体
の
方
が
大
事
」
と
説

得
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
産
業
医
と
し

て
仕
事
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
治
療

と
仕
事
の
両
立
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
、
少

し
広
い
視
野
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
の
病
状
に
関
す
る

こ
と
を
本
人
以
外
と
共
有
す
る
こ
と
は
原
則

あ
り
ま
せ
ん
が
、
産
業
医
は
、
本
人
の
同
意

を
得
つ
つ
上
司
に
病
状
を
説
明
し
た
り
、
就

業
上
の
配
慮
に
つ
い
て
相
談

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
特

に
最
近
は
、
が
ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
病
気

を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る
方
が
大
勢
い
ま

す
。
職
員
が
仕
事
と
治
療
を
両
立
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
就
労
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
は
、
結
婚
や
妊
娠
を
機
に
退
職
す

る
女
性
は
減
り
、
育
児
を
し
な
が
ら
働
く
職

員
が
増
え
ま
し
た
。
私
も
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
に
奮
闘
し
た
経
験
が
あ
り
、
多
忙
を
理

由
に
自
分
の
健
診
は
後
回
し
に
し
て
し
ま
っ

た
思
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
職
員

の
力
に
も
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
医
と
し
て
ま
だ
経
験
が
浅
い
私
で
す

が
、
職
員
が
心
身
の
健
康
を
保
ち
つ
つ
、
そ

の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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1970年慶應義塾大学医学部卒業、日本鋼管病院内科、国立がんセンター病院レジデント、
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定医などの資格を持つ。特定非営利活動法人タバコフリー学会の副代表理事を務める。

金子昌弘（かねこ まさひろ）

公益財団法人東京都予防医学協会 健康支援センター長

［執筆者］

高
ま
る
た
め
、
強
い
依
存
性
を
形
成
し
ま
す
。
ま
た

全
身
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と
で
高
血
圧
や
動
脈

硬
化
が
生
じ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
要
因
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
の
香
料
な
ど
も
加
え
ら

れ
て
お
り
、
英
国
で
行
わ
れ
た
ラ
ッ
ト
で
の
動
物
実

験
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
分
が
肝
臓
機
能
に
障
害
を
及

ぼ
す
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
熱
式
タ
バ
コ
に
関
し
て
、
安
全
性
の
証
明
が
で

き
て
い
な
い
と
し
て
Ｆ
Ｄ
Ａ（
米
国
食
品
医
薬
品
局
）

は
米
国
内
で
の
販
売
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
「
た
ば
こ
事
業
法
」
の
管
轄
に
な
る
た
め
薬
事

法
で
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
で
に
全
国
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
熱
式
タ
バ
コ
の
常
用
者
の
体
に
今
後
ど
の
よ
う

な
影
響
が
現
れ
る
の
か
、
注
意
深
く
観
察
を
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
健
康
被
害
が
証
明
さ
れ
て
か

ら
規
制
し
て
も
遅
い
の
で
、
危
険
性
の
あ
る
物
質
が

含
ま
れ
る
商
品
に
関
し
て
は
安
全
性
が
証
明
さ
れ
る

ま
で
は
認
可
し
な
い
と
い
う
の
が
正
し
い
方
向
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

電
子
タ
バ
コ
で
は
特
殊
な
リ
キ
ッ
ド
を
加
熱
し
て

そ
の
蒸
気
を
吸
入
し
ま
す
。
リ
キ
ッ
ド
の
成
分
は
プ

ロ
ピ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
（
Ｐ
Ｇ
）、
植
物
性
グ
リ
セ

リ
ン
（
Ｖ
Ｇ
）
及
び
各
種
の
香
料
で
、
単
独
で
は
い

ず
れ
も
人
体
に
は
無
害
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で

販
売
さ
れ
て
い
る
製
品
に
は
ニ
コ
チ
ン
は
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
45
種
類
中
15
種

類
か
ら
少
量
の
ニ
コ
チ
ン
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
海
外
で
発
売
さ
れ
て
い
る

製
品
の
大
半
に
は
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、
中

に
は
大
麻
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

Ｐ
Ｇ
自
体
は
無
害
で
す
が
、
加
熱
す
る
と
発
が
ん

性
の
あ
る
プ
ロ
ピ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
に
変
化
し
ま
す
。

実
際
に
肺
が
ん
が
増
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
長

期
の
経
過
を
見
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
有
害
物

質
が
発
生
す
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

ま
た
、
原
因
物
質
は
特
定
で
き
て
い
な
い
よ
う
で

す
が
、
電
子
タ
バ
コ
使
用
後
に
急
性
の
間
質
性
肺
炎

を
発
症
し
た
事
例
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
英
国
で
行
わ
れ
た
健
康
な
人
を
対
象
に
し

た
実
験
に
よ
る
と
、
吸
入
に
よ
り
肺
内
の
マ
ク
ロ
フ

ァ
ー
ジ
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
、
将
来
的
に
は
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
な
ど
が
起
き
る
危
険

性
が
高
い
と
の
こ
と
で
す
。

新
型
タ
バ
コ
の
危
険
性

有
害
性
示
す
研
究
や
事
例
が
多
数
報
告

第２回

　

加
熱
式
タ
バ
コ
は
比
較
的
低
温
で
加
熱
す
る
の
で
、

メ
ー
カ
ー
は
「
タ
ー
ル
な
ど
の
有
害
成
分
を
90
％
カ

ッ
ト
し
た
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
ニ
コ
チ
ン
は

紙
巻
タ
バ
コ
と
同
様
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
は
脳
に
作
用
し
、
β
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

を
分
泌
さ
せ
る
こ
と
で
幸
福
感
を
も
た
ら
し
ま
す
が
、

そ
の
分
、
血
中
濃
度
が
低
下
す
る
と
イ
ラ
イ
ラ
感
が

「
加
熱
式
タ
バ
コ
」の
成
分
と
影
響

「
電
子
タ
バ
コ
」の
成
分
は
本
当
に
安
全
か

写真提供：国立保健医療科学院部長 欅田尚樹氏

各種の加熱式タバコ

左からアイコス、グロー、プルーム・テック
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東京都神津島村役場保健医療課 

課長の氏井重和さん（右から２番目）と

スタッフの皆さん

い
の
で
、
年
１
回
の
健
診
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。〈
男
性
〉

☆
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
の
検
診
を
受
け
ま

し
た
が
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
り
ま
し

た
。
優
し
い
先
生
で
よ
か
っ
た
。〈
女
性
〉

☆
年
１
回
な
の
で
毎
年
必
ず
受
け
て
い
ま
す
。

〈
男
性
〉

☆
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

う
わ
さ
通
り
痛
か
っ
た
け
れ
ど
大
丈
夫
で
し

た
（
笑
）。 

〈
女
性
〉

☆
乳
が
ん
検
診
で
の
お
し
ぼ
り
が
温
か
く
、

気
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
感
じ
が
し
て
よ
か

っ
た
で
す
。
痛
み
も
な
く
憂
う
つ
に
な
ら
ず

に
す
み
ま
し
た
。〈
女
性
〉

☆
以
前
は
診
察
待
ち
で
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
最
近
は
待
た
ず

に
ス
ム
ー
ズ
で
す
ね
。〈
男
性
〉

　

健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
診
以
外
に
も
、

健
康
運
動
の
教
室
を
月
２
～
３
回
開
い
て
生

活
習
慣
病
予
防
対
策
に
努
め
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
活

動
も
住
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
の
に
役
立

っ
て
い
る
と
い
う
。
今
後
は
、
新
し
い
検
査

な
ど
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

語
る
氏
井
さ
ん
。

「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
２
０
１
４
年
か

ら
導
入
し
ま
し
た
。
他
の
地
域
で
は
当
た
り

前
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
、
そ
ろ
そ
ろ
導

入
を
考
え
な
く
て
は
と
思
い
、
村
民
に
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
を
知
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
思

っ
て
い
る
の
か
を
個
人
的
に
聞
い
て
み
た
ん

で
す
。
そ
う
し
た
ら
皆
さ
ん
の
方
が
よ
く
知

っ
て
い
て
、『
そ
ろ
そ
ろ
入
れ
て
く
れ
る
か

な
と
思
っ
て
ま
し
た
』
と
い
っ
た
声
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
東
京
都
予
防
医
学
協
会
さ

ん
に
お
願
い
し
て
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

車
を
貨
物
船
で
運
ん
で
も
ら
い
、
実
施
に
漕

ぎ
着
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
楽
で
、
安
全
で
、
効
果
的
な
健
診

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
、
新
し
い
も
の
を
検
討
し
て
い
く
の

が
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
に
加
え
、
浜
川
謙
夫
村
長
が
『
住
ん

で
よ
か
っ
た
神
津
島
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
住
民
健
診
の
無
料
化
を
公
約
に
掲
げ

た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
住
民
健
診
は
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

で
は
、
受
診
勧
奨
は
ど
う
い
っ
た
方
法
で

行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
神
津
島
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
）
が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
２
年
か
ら
始
め

た
も
の
で
、
自
治
体
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
持

っ
た
の
は
、
全
国
で
神
津
島
村
が
一
番
始
め

な
ん
で
す
よ
。
そ
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
文
字
放
送

で
健
診
の
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
村
内
の
防
災
行
政
無
線
や

広
報
誌
、
お
便
り
な
ど
で
も
繰
り
返
し
住
民

に
周
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
島
に
い
れ
ば
必

ず
目
や
耳
に
入
る
状
況
で
す
。

　

あ
と
、
診
療
所
の
先
生
も
、
健
診
の
時
期

が
近
づ
い
て
く
る
と
患
者
さ
ん
に
声
を
か
け

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
健
診
受
診
率
は
比
較
的
高
い
方
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」

　

今
年
５
月
、
本
会
は
神
津
島
村
の
健
康
セ

ン
タ
ー
で
特
定
健
康
診
査
や
乳
が
ん
・
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
た
。
受
診
さ
れ
た

方
々
に
、そ
の
印
象
や
感
想
を
お
聞
き
し
た
。

☆
島
で
は
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

「
島
民
一
人
ひ
と
り
が
『
神
津
島
で
暮
ら
し

て
よ
か
っ
た
』
と
思
え
る
環
境
を
作
れ
る
よ

う
、
わ
れ
わ
れ
も
行
政
マ
ン
と
し
て
健
康
づ

く
り
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　

伊
豆
諸
島
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
神
津
島
は
、

島
全
体
が
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
美
し
い
島
だ
。
周
囲
約
22
㌔
メ

ー
ト
ル
、
面
積
18
・
58
平
方
㌔
の
地
域
に
約

ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
人
か
ら
す
ぐ
に
広

ま
り
ま
す
の
で
、住
民
の
健
康
意
識
も
高
く
、

そ
う
し
た
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、

健
診
の
内
容
は
比
較
的
充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

２
０
０
０
人
（
約

９
０
０
世
帯
）
が
生
活

し
て
い
る
。

　

健
診
の
実
施
に
当
た

っ
て
、
離
島
な
ら
で
は

の
特
徴
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
神
津
島
村
役
場

で
健
診
を
担
当
す
る
保

健
医
療
課
長
の
氏
井
重

和
さ
ん
に
話
を
う
か
が

っ
た
。

「
来
島
し
て
み
て
お
わ

か
り
か
と
思
い
ま
す
が
、

住
民
が
暮
ら
す
地
域
は

前
浜
海
岸
周
辺
の
一
画

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
が

伝
わ
り
や
す
く
、
浸
透

し
や
す
い
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
健
康

情
報
に
関
し
て
も
、
ヘ

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
神
津
島
」を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

住
民
健
診
の
無
料
化
を
実
現

健
診
や
乳
が
ん・子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
診
さ
れ
た
方
か
ら
の
声

健
康
づ
く
り
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に

健（検）診から健康経営まで、
健康づくりに本会が協力したお客様を

紹介するシリーズです

☞離島での出張健（検）診　 神津島での特定健診、
乳がん・子宮頸がん検診 編

★実施した内容
特定健康診査、乳がん検診、子宮頸がん検診

★事前準備
スタッフ一同、入念に打ち合わせを重ねる

★健（検）診終了後
・約１週間の出張健（検）診を終えたスタッフは
　飛行機で帰途へ

★出張
・マンモグラフィ検診車は貨物船で神津島へ　　
・スタッフは船で神津島へ
・到着後は翌日からの健（検）診に備えて
　会場を設営
・出張健（検）診を実施。
　検体は毎日航空便で本会検査室へ輸送する

今回ご紹介するのは、都心から南へ約180㌔メートルに位置する東京都神津島の村役場様。
島民の方々を対象とした特定健康診査や乳がん・子宮頸がん検診で、本会をご利用いただきました。

がチームよぼう
します！応援

第 2 回   東京都神津島村役場 様

神
津
島
港
の
南
側
に
あ
る
前
浜
海
岸
。

美
し
い
白
浜
が
約
１
㎞
続
い
て
い
る

会場となった「生きがい健康センター」

※ご登場の皆様の肩書きは、インタビュー実施当時のものです

➡健（検）診の受付風景

➡

貨
物
船
に
運
ば
れ
る

本
会
の
マ
ン
モ
車

（
２
０
０
８
年
の
様
子
）

会場の設営
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保健師コラム

人
間
ド
ッ
ク〝
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
〟体
験
し
ま
し
た
!!

第 
2 

回

経
腟
超
音
波
検
査

吉田 静絵
本会保健師

　HPVは性交渉で感染することが知ら
れているウイルスで100種類以上あり、
その一部は子宮頸がんと強い関連があり
ます。子宮頸がんの検査は「細胞診」と
「HPV検査」を組み合わせると、前がん
病変（がんになる前の段階）の発見率が
上がることがわかっています。細胞診で
採取した細胞で同時に検査が可能で、さ
らに感度の高い検査を受けることができ
るので、おすすめです。

他にもこんな検査があります！
ヒトパピローマウイルス（HPV）検査

本会健康増進部健康増進課  
☎03―3269―2171

　

本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
経
腟
超
音
波

検
査
を
子
宮
が
ん
検
診
（
内
診
・
細
胞
診
）

と
セ
ッ
ト
に
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

経
腟
超
音
波
検
査
は
、
内
診
で
は
触
れ
ら
れ

な
い
部
分
の
情
報
が
画
像
で
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、
が
ん
以
外
の
婦
人
科
疾
患
も
わ
か
り
ま

す
。

　

腟
内
に
超
音
波
を
発
生
す
る
器
具
を
挿
入

し
、
子
宮
の
形
や
大
き
さ
、
向
き
、
内
膜
や

筋
層
の
状
態
を
観
察
し
ま
す
。
ま
た
、
卵
巣

や
卵
管
の
状
態
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

経
腟
超
音
波
検
査
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
所
見
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
子
宮
】
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
腺
筋
症
、
子

宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜
ポ
リ
ー
プ
な
ど

【
卵
巣
】
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
う
胞
、
卵

巣
の
う
腫
、
卵
巣
が
ん
な
ど

　

月
経
痛
が
あ
る
、
経
血
量
が
多
い
、
不
正

出
血
が
あ
る
、
月
経
周
期
に
異
常
が
あ
る
、

近
親
者
に
卵
巣
が
ん
の
人
が
い
る
―
―
こ
れ

ら
に
当
て
は
ま
る
人
は
婦
人
科
疾
患
の
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
若
年
女
性
も
含
め
、

す
べ
て
の
世
代
の
女
性
に
検
査
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

Ｑ
．
生
理
中
で
も
検
査
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
正
し
い
判
定
の
た
め
に
は
、
生
理
中
は

避
け
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
．
女
性
医
師
に
検
査
を
し
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
が
…
。

Ａ
．
本
会
で
は
、
女
性
医
師
も
毎
日
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
医
師
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

本
会
の
女
性
検
診
セ
ン
タ
ー
は
女
性
専
用

エ
リ
ア
に
な
っ
て
お
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
診
台
に

座
る
の
は
恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
視
線
を
感
じ
さ
せ
な
い
動
線

や
カ
ー
テ
ン
の
長
さ
に
配
慮
を
感
じ
ま
し
た
。

　

検
査
後
は
、
超
音
波
の
画
像
を
見
な
が
ら

医
師
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
場
で
大
体

の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
安
心

し
て
検
査
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
子
宮
や
卵
巣
に

異
常
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
腟
超
音

波
検
査
は
被
曝
の
心
配
も
な
く
短
時
間
で
で

き
る
検
査
な
の
で
、
ぜ
ひ
子
宮
が
ん
検
診
と

セ
ッ
ト
で
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◉
よ
く
あ
る
質
問

経腟超音波検査の流れ

②検査当日は受付で
　検査の流れや注意点を確認

③診察室で医師の問診を受けます

★検査中
④下着を脱いで内診台に座り、
　医師による視診〈目による診察〉、
　触診〈手による診察〉の後、
　超音波の器具（プローブ）を挿入します
　検査時間は5分ほどです

●
監
修
：
本
会
健
康
増
進
部
指
導
医 

小
堀
悦
孝

①事前に問診票に、初潮の年齢や
　月経の様子、妊娠・出産歴などを記入

◉
検
査
を
体
験
し
た
感
想

◉
お
ス
ス
メ
す
る
人
は
？

★検査後
⑤内診台から降りて身支度を整えたら、
　診察室で医師からの説明があります

アメニティグッズも用意されています

◉
何
が
わ
か
る
？
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豚肩ロースと彩り野菜のジンジャー炒め
（2014年度本会人間ドックお弁当より）
ビタミンB1がたっぷり摂れる豚肉に食欲そそるカラフルな野菜を添えて

Menu

管理
栄養
士

コラム

管理栄養士とめぐる歴食の旅 
第 2 回 健康長寿のカギは肉にあり

田代 淑子
本会管理栄養士

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝

　その昔、縄文時代の人々は木の
実や魚、獣などの狩猟採取によっ
て食べ物を得ていました。遺跡か
らは彼らが食べていた鹿や猪の骨
が多く出土しています。弥生時代
には、中国大陸から豚が持ち込ま
れて飼育されていたようです。
　飛鳥時代になると、仏教思想の
影響や乱獲を防ぐ目的などで天武
天皇が肉食禁止令を出しました。
　そしてその後、江戸後期に至る
まで幾度となく肉食禁止令が出さ
れることになります。これにより、
多くの日本人が肉を食べることを
穢
けが

れとして避けるようになってい
きました。
　やがて明治という新しい時代に
入り肉食も転換期を迎えます。政
府による肉食奨励もあって、1200
年以上もの間禁止されていた肉食
は、文明開化の波と共に市民の食

生活に浸透していきます。

　代表的な食肉である牛肉、豚肉、
鶏肉。これらの栄養的な特徴は、
何といっても良質なたんぱく質を
含むことです。その他の栄養素と
しては、牛肉は鉄と亜鉛を多く含
みます。鉄は貧血に有効で、亜鉛
は免疫力を高める働きがあります。
またビタミンB群も、豚肉に次い
で多く含みます。
　豚肉はビタミンB群が豊富で、
特に糖質をエネルギーに変換する
際に必要なビタミンB1の供給源
として貴重な食物です。
　鶏肉はビタミンAが豊富で、ビ
タミンAには眼精疲労を防ぎ、皮
膚や粘膜を健康に保つ働きがあり
ます。特にささみは脂肪が少なく
低カロリーです。
　肉食を忌避していた時代にも、
体調の悪いことなどを理由に「薬

食い」と称して肉を食べていた
人々はいたようです。肉の旨味と
共にこれらの栄養素の効果を経験
的に知っていたと思われます。

　自立して日常生活を送ることの
できる期間―― 健康寿命を延ば
すことは、超高齢社会において大
変重要な課題です。この10年で
高齢女性の低栄養傾向が増大して
いるとの調査結果が出ています。
低栄養は要介護のリスクを高める
ため、必要な栄養素をしっかり摂
ることが大切です。特に筋肉量の
減少を防ぐためには、動物性たん
ぱく質は重要です。肉に含まれる
脂肪の過剰摂取に注意しつつ敬遠
し過ぎずに、魚などと組み合わせ
て適量は食べるようにしましょう。
　10年、20年先も元気に過ごせ
るように、年齢に合わせた適切な
栄養を摂りましょう。

日本人の肉食文化の変遷
肉の主な栄養素

人生100年時代を迎え

調味料Aをすべて合わせておくS t e p  1
油をひいたフライパンで野菜類を軽く炒め、
皿に取り出しておく

S t e p  2
片栗粉をまぶした豚肉を②のフライパンで中火で焼き、
野菜と調味料Aを加えて強火でサッと和えるように炒める

S t e p  3

・豚肩ロース（薄切り）…………160ｇ…
・片栗粉…………… 大さじ1と1/3
・油…………………………小さじ2
・エリンギ… ………………… 40g
・長いも……………………… 60g
・ししとう……………………… 40g
・赤／黄ピーマン… ……… 各30g

・醤油…………大さじ1と小さじ1/3
・酒………………… 小さじ2と1/2
・みりん……………… 大さじ1/2…
・砂糖…………………… 小さじ1
・にんにく（すりおろし）… …… 少々
・しょうが（すりおろし）… …… 10g

1人分：335kcal、食塩相当量1.5ｇ

A

今回の
一品

材料：2人分
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力
」
は
運
動
を
持
続
す
る
力
を
指
し
、「
最

大
酸
素
摂
取
量
」
で
評
価
し
ま
す
。
最
大
酸

素
摂
取
量
は
20
代
を
１
０
０
％
と
す
る
と
、

そ
れ
以
降
は
運
動
を
継
続
し
て
い
て
も
年
に

０
・
５
％
ず
つ
、
運
動
を
し
て
い
な
い
場
合

は
１
％
ず
つ
落
ち
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
身
体
活
動
が
不
足
す
る
と
、
脳
は

体
の
使
い
方
を
忘
れ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か

ら
、
日
常
的
に
体
を
動
か
し
て
筋
肉
を
使
う

意
識
を
持
つ
こ
と
は
、
体
力
を
落
と
さ
な
い

た
め
に
必
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

今
回
は
、
階
段
の
上
り
下
り
を
健
康
に
役

立
つ
運
動
に
変
え
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

慣
れ
な
い
う
ち
は
少
し
き
つ
く
感
じ
る
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
通
勤
時
に
行
う
程
度
か
ら

始
め
、
慣
れ
て
き
た
ら
１
日
５
階
分
程
度
の

昇
降
が
で
き
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン

項
目
（
別
料
金
）
に
「
体
力
テ
ス
ト
」
が
あ

り
、
最
大
酸
素
摂
取
量
（
推
定
値
）
が
自
転

車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
で
測
定
で
き
ま
す
。

　

測
定
に
当
た
っ
て
は
、
体
調
や
心
電
図
、

血
圧
な
ど
を
医
師
が
確
認
し
、
安
全
に
配
慮

し
て
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
テ
ス
ト
終

了
後
は
、
テ
ス
ト
結
果
に
加
え
て
、
日
常
生

活
や
運
動
状
況
を
考
慮
し
、
個
々
人
の
目
標

に
合
っ
た
運
動
プ
ラ
ン
を
健
康
運
動
指
導
士

が
作
成
し
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

体
力
テ
ス
ト
の
申
し
込
み
は
人
間
ド
ッ
ク

受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
現
在
の
体
力
を
知
り
、
今
後
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

近
歩
く
ペ
ー
ス
が
遅
く
な
っ
た
、
階

段
を
上
る
の
が
し
ん
ど
く
な
っ
た
な

ど
と
体
力
の
衰
え
を
感
じ
た
り
、
平
日
に
運

動
で
き
な
い
分
、
週
末
に
頑
張
っ
て
運
動
し

て
い
る
の
に
、
効
果
が
出
な
い
と
感
じ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
は
身
体
活
動
不
足
の
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
運
動
や
日
常
生
活
活
動
（
軽
く
息

が
上
が
る
程
度
の
活
動
）
が
不
足
す
る
と
、

体
力
は
落
ち
や
す
く
な
り
、
週
末
に
得
た
運

動
効
果
も
翌
週
末
ま
で
持
続
し
に
く
く
な
る

た
め
で
す
。

　

体
力
の
指
標
の
一
つ
で
あ
る
「
全
身
持
久

最

健康運動指導士コラム

第 2 回

からだ整えていますか？

体力を上げるコツ

松本重美
本会健康運動指導士

背すじを伸ばしたままお尻を少し後ろに突き出す●

上体をやや前傾させ、
太ももとお尻の筋肉を使って階段を上る

●

階段の上り方

おへそを少し引っ込めて腹筋に力を入れる●
足首を柔らかく使い、つま先から着地する●
着地した時に腰が落ちないように意識して、
軽やかに階段を下りる

●

注意：ひざが痛む場合は、痛みの出ないように上り下りをするか、階段の利用を控える

階段の下り方

●監修：本会健康増進部指導医 小堀悦孝
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胆
に
も
自
著『
ピ
ル
』（
集
英
社
新
書
）

を
「
お
す
す
め
の
一
冊
」
と
し
て
紹

着
々
と
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
１
９
９
９
年

６
月
、
国
連
加
盟
国
中
最
後
の
ピ
ル
承
認
国

と
な
っ
た
日
本
。
同
年
９
月
２
日
の
発
売
日

に
は
ピ
ル
を
待
望
し
て
い
た
15
人
ほ
ど
の
女

性
が
筆
者
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
待
合
室
を
埋
め

尽
く
し
、
彼
ら
を
囲
む
よ
う
に
英
国
国
営
放

送
（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
を
は
じ
め
と
し
た
国
内
外
の

メ
デ
ィ
ア
が
殺
到
。
掛
け
声
と
共
に
、
筆
者

が
手
に
し
て
い
た
シ
ャ
ン
パ
ン
か
ら
コ
ル
ク

が
勢
い
よ
く
天
井
に
飛
ん
だ
瞬
間
を
今
も
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
帯
に
は
、「
小
泉
純
一
郎
も
菅
直

人
も
承
認
を
決
断
で
き
な
か
っ
た
！
」
と
大

書
さ
れ
て
い
ま
す
。
科
学
を
超
え
た
ピ
ル
の

話
。
ピ
ル
と
は
何
か
、
ピ
ル
開
発
の
歴
史
、

わ
が
国
が
世
界
最
後
の
承
認
国
と
な
っ
た
理

由
、そ
の
過
程
で
登
場
す
る
政
治
家
の
面
々
、

日
本
家
族
計
画
協
会
の
役
割
、
そ
し
て
何
よ

り
も
血
気
盛
ん
な
筆
者
の
30
代
、
40
代
、
ピ

ル
承
認
を
勝
ち
取
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
た

姿
を
本
書
か
ら
追
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

ら
ず
に
誰
が
や
る
ん
だ
！
」
と
気
負
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
分
の
目
の
黒
い
う
ち
に
普
及
率
を
３
割

に
！
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
折
に
触
れ
て
口
に

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
日
本
家
族

計
画
協
会
が
２
０
１
６
年
に
実
施
し
た
全
国

調
査
に
よ
れ
ば
、
15
〜
49
歳
の
生
殖
可
能
年

齢
女
性
の
う
ち
、
現
在
ピ
ル
を
服
用
し
て
い

る
女
性
は
78
万
人
（
３
％
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
の
女
性
で
は
既
に
４

割
を
超
え
て
い
る
現
状
と
比
較
す
る
と
、
何

と
も
心
も
と
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

　

避
妊
薬
・
ピ
ル
の
開
発
に
向
け
て
、
日
本

の
研
究
者
た
ち
が
世
界
に
先
駆
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
１
９
５
５
年
の
こ
と
で
す
。
米
国
が

ピ
ル
を
承
認
し
た
の
が
１
９
６
０
年
で
す
か

ら
、
同
じ
頃
、
日
本
で
も
承
認
へ
の
道
筋
が

Book Review

お
す
す
め
の
一
冊

北
村
邦
夫
『
ピ
ル
』

群馬県生まれ。1978年自治医科大学医学部
を第一期生として卒業。群馬県職員を経て、
1988年から日本家族計画協会クリニック所
長。2014年理事長、2018年3月から会長。

一般社団法人
日本家族計画協会会長・理事長

北村邦夫
きたむら  くにお

介
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
あ
え
て
拙
著

と
し
な
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
も
多
数
の
著
書
を
出
版
す
る
機
会
を

得
て
い
ま
す
が
、
新
書
版
を
上
梓
す
る
ま
で

の
苦
労
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、「
引

用
に
際
し
て
は
原
著
を
明
ら
か
に
せ
よ
」「
７

行
以
上
の
引
用
は
ま
か
り
な
ら
ん
」
と
の
執

筆
要
項
が
編
集
部
か
ら
提
示
さ
れ
、
完
成
ま

で
に
実
に
２
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。

「
お
わ
り
に
」
で
「
ピ
ル
と
の
出
会
い
が
私

の
人
生
を
大
き
く
変
え
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
今
改
め
て
振
り
返
っ
て
も
、

こ
の
言
葉
に
は
一
点
の
誤
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

１
９
８
８
年
４
月
に
日
本
家
族
計
画
協
会
に

就
職
。
１
９
８
７
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た

低
用
量
ピ
ル
の
臨
床
試
験
真
っ
た
だ
中
か
ら

ピ
ル
と
関
わ
り
、
今
も
な
お
、
筆
者
は
日
本

人
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
向
上
さ

せ
る
ピ
ル
の
普
及
に
向
け
て
、「
自
分
が
や

『ピル』
北村邦夫 
集英社新書

大
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元気いっぱいに生まれてきた赤ちゃんにも、生まれつきの病気が隠れていることがあります。
こうした病気を早期に発見するために行われているのが、新生児マススクリーニング。
本会は、東京都の委託を受けて都内の先天性代謝異常症等のマススクリーニングを実施しています。
今回は、身近でありながら、あまり知られていないこの検査について、
石毛美夏氏に教えていただきます。

生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん（
新
生
児
）

を
対
象
に
、
あ
る
種
の
先
天
性
（
生

ま
れ
つ
き
）
の
病
気
を
発
見
す
る
た
め
に
行

う
検
査
で
す
。

　

日
本
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
１
０
０
％

が
こ
の
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
日
齢
４
か

ら
６
に
採
血
さ
れ
、
地
域
の
検
査
セ
ン
タ
ー

で
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

結
果
は
早
け
れ
ば
翌
日
に
判
明
し
、
異
常

が
見
つ
か
れ
ば
直
ち
に
専
門
小
児
科
で
再
検

査
や
精
密
検
査
、
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

知
ら
ず
に
放
置
す
る
と
重
篤
な
障
害

を
来
し
た
り
死
に
至
る
、
予
後
不
良

な
先
天
性
の
代
謝
異
常
症
や
内
分
泌
疾
患
に

ま
す
。

　

早
期
診
断
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
合
併
症

や
後
遺
症
が
な
い
、
も
し
く
は
ご
く
軽
い
症

状
で
生
活
で
き
、
同
年
齢
の
児
と
同
様
な
進

学
や
就
職
、
結
婚
、
出
産
を
し
、
一
見
し
た

だ
け
で
は
健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

親
の
管
理
を
離
れ
た
成
人
患
者
で
は
管
理
が

不
十
分
に
な
り
が
ち
で
す
。
一
方
、
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
以
前
は
20
歳
未
満
ま
で
し
か

助
成
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
５
年

か
ら
一
部
の
対
象
疾
患
は
難
病
と
し
て
20
歳

以
上
も
補
助
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
医
療
費
以
外
の
治
療
食
品

や
通
院
に
か
か
る
交
通
費
な
ど
補
助
さ
れ
な

い
部
分
も
多
く
、
就
職
直
後
の
若
い
患
者
に

は
負
担
が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
生
涯
に
わ
た
る
治
療
継
続
に
は
、治
療
面
・

生
活
面
・
経
済
面
に
お
い
て
家
族
や
友
人
な

ど
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切
で
す
。

対
象
と
な
る
病
気
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
一
般
に
、
先
天
代
謝
異
常

症
で
は
病
気
ご
と
に
異
な
る
特
殊
な
治
療
ミ

ル
ク
の
摂
取
や
低
タ
ン
パ
ク
食
な
ど
の
特
別

な
食
事
療
法
を
行
い
ま
す
。
内
分
泌
疾
患
で

は
不
足
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
補
充
す
る
薬
を
内

服
し
ま
す
。

　

一
部
の
対
象
疾
患
で
は
、
通
常
の
治
療
を

十
分
に
行
っ
て
い
て
も
風
邪
な
ど
の
軽
微
な

感
染
症
を
契
機
に
急
激
に
病
状
が
悪
化
す
る

場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
の
予
防
や
治
療
で
点

滴
や
入
院
加
療
を
頻
回
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
生
涯
に
わ
た
り

治
療
の
継
続
を
必
要
と
し
ま
す
。

検
査
結
果
が
通
常
の
値
か
ら
大
幅
に

外
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に
そ
の
病
気

を
専
門
と
す
る
小
児
科
の
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
す
。病
気
に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
入
院
し
、

検
査
、
治
療
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
療
が
安
定
し
た
ら
、
自
宅
に
お
け
る
治
療

方
法
の
指
導
を
受
け
退
院
し
、
月
に
１
回
程

度
通
院
し
な
が
ら
、
自
宅
で
は
治
療
用
ミ
ル

ク
の
摂
取
や
食
事
療
法
、
内
服
治
療
を
続
け

あ
る
こ
と
な
ど
も
対
象
疾
患
の
条
件
と
な
り

ま
す
。

　

日
本
で
は
１
９
７
７
年
に
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト

ン
尿
症
を
は
じ
め
と
し
た
先
天
性
代
謝
異
常

症
５
疾
患（
後
に
ヒ
ス
チ
ジ
ン
血
症
は
中
止
）

を
対
象
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
、
ア
ミ
ノ
酸
・
有
機
酸
・

脂
肪
酸
代
謝
異
常
症
と
一
部
の
尿
素
サ
イ
ク

ル
異
常
症
を
対
象
と
し
た
タ
ン
デ
ム
質
量
分

析
計
に
よ
る
新
し
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
タ

ン
デ
ム
マ
ス
法
）
の
導
入
が
促
さ
れ
、
対
象

疾
患
が
大
幅
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
合
わ
せ
て
20
疾
患
が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
）。

　

新
生
児
の
か
か
と
に
ラ
ン
セ
ッ
ト

（
と
て
も
小
さ
な
メ
ス
）
で
ご
く
小

さ
な
キ
ズ
を
つ
け
て
出
血
さ
せ
、
専
用
の
採

血
用
ろ
紙
に
染
み
込
ま
せ
て
乾
燥
さ
せ
た
後
、

検
査
セ
ン
タ
ー
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

採
血
量
は
わ
ず
か
０
・
２
㍉
リ
ッ
ト
ル
で

採
血
の
方
法
も
難
し
く
な
い
た
め
、
国
内
の

ど
の
施
設
で
も
容
易
に
採
血
で
き
ま
す
。

　

検
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
目
的
と
す
る
疾
患

に
合
わ
せ
て
、
タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
や
免
疫
法

な
ど
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
、
早
け
れ
ば
翌

日
に
結
果
が
判
明
し
ま
す
。

　

検
査
結
果
は
、
出
産
し
た
病
院
を
通
し
て

保
護
者
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。 Q A &

エ
キ

ス
パー
トに聞く

よ ぼ う医学

対
し
て
行
わ
れ
る

検
査
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
に
症

状
が
出
る
前
に
発

見
診
断
し
、
直
ち

に
適
切
な
治
療
や

対
応
を
開
始
す
る

こ
と
で
予
後
の
改

善
が
可
能
な
病
気

が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
安
く

大
量
に
迅
速
な
検

査
が
可
能
な
集
団

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
適
し
た
検
査
方

法
が
あ
る
こ
と
、

確
立
し
た
診
断
法

や
治
療
法
が
存
在

す
る
こ
と
、
一
定

以
上
の
発
生
率
が

小児科専任講師

石
いし

 毛
げ

  美
み

 夏
か

日本大学病院
総合診療センター

日本大学医学部卒業、同大学院医学研究科博士課程修了。
日本大学医学部附属板橋病院等の勤務を経て、現職。
日本小児科学会認定専門医・指導医、臨床遺伝専門医・指導医、
日本先天代謝異常学会評議員、日本マススクリーニング学会評議員。

新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
は
何
で
す
か
？
　

Q 1 

ど
の
よ
う
な
病
気
を

見
つ
け
る
検
査
な
の
で
し
ょ
う
。

Q 2 

治
療
の
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q 4 
患
者
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

暮
ら
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Q 5 

ど
の
よ
う
な
検
査
が

行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

Q 3 

ＰＫＵ親の会・関東の総会が開催

「子ども勉強会」で野菜のスタンプで
オリジナルバッグを作る子どもたち

　新生児マススクリーニングで疾患が見つかった子どもたちには、薬
物治療や食事療法が必要となりますが、厳格な食事療法を日々続けて
いくことは、本人にとっても家族にとっても容易なことではありませ
ん。
　そこで、フェニルケトン尿症（PKU）の子どもを持つ家族がお互い
に励まし合い、助け合うことを目的に「フェニルケトン尿症親の会（Ｐ
ＫＵ親の会）」が設立され、活
動を続けています。
　７月29日に行われた親の会・
関東の総会には、患児や家族、
治療関係者ら約80人が集い、
グループトークや20歳を迎え
た患者のお祝いの会、子ども勉
強会などが行われました。
　総会には検査に従事している
本会のスタッフも参加し、健や
かに成長している子どもたちの
様子に、検査の大切さを再確認
いたしました。

◉以前の対象疾患（6）
ガスリー法（３）
アミノ酸代謝異常症
①フェニルケトン尿症
②メープルシロップ尿症
③ホモシスチン尿症

◉現在の対象疾患（20）
タンデムマス法（17）

アミノ酸代謝異常症
①フェニルケトン尿症
②メープルシロップ尿症
③ホモシスチン尿症
④シトルリン血症
⑤アルギニノコハク酸尿症

脂肪酸代謝異常症
⑬MCAD欠損症
⑭VLCAD欠損症
⑮TFP欠損症
⑯CPT1欠損症
⑰CPT2欠損症

有機酸代謝異常症
⑥メチルマロン酸血症
⑦プロピオン酸血症
⑧イソ吉草酸血症
⑨メチルクロトニルグリシン尿症
⑩HMG血症
⑪複合カルボキシラーゼ欠損症
⑫グルタル酸血症1型

新生児マススクリーニングの対象疾患

ボイトラー法、ペイゲン法（１）
糖質代謝異常症
④ガラクトース血症

免疫法（２）
内分泌疾患
⑤先天性甲状腺機能低下症
⑥先天性副腎過形成症 従来の検査法を継続（１＋２）

（　）：対象疾患の数
赤字：新生児期に急性増悪の可能性がある疾患
HMG：ヒドロキシメチルグルタル酸、MCAD：中鎖アシルCoA脱水素酵素、
VLCAD：極長鎖アシルCoA脱水素酵素、TFP：三頭酵素、CPT：カルニチンパルミトイル転移酵素

図

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
生まれて初めての血液検査
新生児マススクリーニングとは
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域
・
施
設
・
地
域
）
に
分
か
れ
て
討
議
が
行
わ
れ
、
経
験
年

数
の
異
な
る
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
議
論
を
交
わ

し
た
。
２
日
目
は
、
支
部
紹
介
、
教
育
講
演
の
他
、
２
支
部

の
事
例
報
告
に
基
づ
き
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
特

に
元
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
健
事
業
推
進
専
門
官
の
佐
藤
か

が
り
氏
の
教
育
講
演
「
健
診
機
関
に
求
め
る
こ
と
」
は
、
今

後
の
業
務
を
進
め
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

　

他
支
部
の
職
員
と
親
交
を
深
め
、
平
時
で
も
連
絡
を
気
軽

に
と
れ
る
仲
間
が
で
き
る
こ
と
は
、
難
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

に
は
大
き
な
助
け
と
な
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
評
価
・
分
析
し
、
来
年
は
さ
ら
に
よ
り
よ
い
研
修
会
に
し

て
い
き
た
い
。

統
計
事
務
部
長
　
石
山
　
稔

○
第
91
回
日
本
超
音
波
医
学
会
学
術
集
会
（
会
長　

中
谷　

敏
・
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
）
が
６
月
８
～

10
日
、「
超
音
波
医
学
の
知
と
技
を
究
め
る
」
を
テ
ー
マ
に

兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断
部
長
の
坂

佳
奈
子
が
参
加
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、「
検
診

に
お
け
る
非
腫
瘤
性
病
変
の
評
価
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

○
第
１
３
５
回
関
東
連
合
産
科
婦
人
科
学
会
総
会
・
学
術
集

会
（
会
長　

青
木
大
輔
・
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
）
が

６
月
16
～
17
日
、
東
京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研

究
セ
ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
と
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布

白
兼
行
が
参
加
し
た
。

○
第
64
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
試
験
（
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
乳
が
ん
検
診
精
度
管
理
中
央
機
構
）
が
６
月
16
～
17

日
、
東
京
都
墨
田
区
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断
部
長

の
坂
佳
奈
子
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

　

受
診
者
の
健
康
増
進
に
貢
献
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
施
設
で

あ
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、

特
別
講
演
や
教
育
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
健
診
実
務
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
特
別
企
画
の
他
、
多
数
の
一

般
発
表
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　

筆
者
は
一
般
演
題
「
保
健
指
導
全
般
」で
、「
健
康
学
習

会
で
の
運
動
教
室
の
内
容
に
関
す
る
検
討
」
に
つ
い
て
発
表

し
た
。
本
会
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
契
約
健
保
の
受
診
者
に

対
し
て
人
間
ド
ッ
ク
当
日
に
健
康
学
習
会
（
栄
養
教
室
・
運

動
教
室
・
個
別
保
健
相
談
）
を
実
施
し
て
い
る
。
運
動
教
室

で
は
「
運
動
を
習
慣
と
す
る
」「
質
の
よ
い
睡
眠
を
と
れ
る

よ
う
に
な
る
」
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
容
が

適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
た
。

　

運
動
習
慣
と
睡
眠
時
間
、
睡
眠
で
休
養
が
と
れ
て
い
る
か

（
自
覚
的
休
養
感
）
の
関
連
を
検
討
し
た
結
果
、
男
女
で
差

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
教
室
内
容
の
課
題
を
抽
出
し
、
改

善
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
報
告
し
た
。

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
１
年
に
１
回
で
あ

る
。
そ
の
機
会
に
自
身
の
健
康
状
態
を
正
し
く
理
解
し
、
次

の
受
診
ま
で
セ
ル
フ
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
教
育
の
場

と
し
て
の
役
割
も
果
た
せ
る
よ
う
な
人
間
ド
ッ
ク
を
目
指
し

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

健
康
増
進
部
　
吉
田
静
絵

　

本
症
は
脂
肪
酸
代
謝
異
常
症
の
一
種
で
あ
り
、
脂
肪
酸
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
す
る
代
謝
経
路
に
異
常
が
あ
る
た
め
、

重
症
型
で
は
新
生
児
期
か
ら
の
極
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に

よ
り
致
死
的
経
過
を
た
ど
る
疾
患
で
あ
る
。
そ
の
た
め
Ｎ
Ｂ

Ｓ
に
よ
っ
て
早
期
発
見
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
で

な
い
新
生
児
で
も
哺
乳
不
足
等
の
影
響
を
受
け
、見
か
け
上
、

測
定
指
標
が
高
値
を
示
し
て
偽
陽
性
と
な
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か
提
唱
さ
れ
て
い
る
新
し

い
指
標
を
使
用
し
、
東
京
都
の
過
去
４
年
間
の
デ
ー
タ
を
振

り
返
っ
た
と
こ
ろ
、
偽
陽
性
例
を
大
幅
に
削
減
し
な
が
ら
も

本
症
患
者
を
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
精
度
よ
く
検

査
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
測
定
指
標
を
前
向
き
に
取
り
入
れ
、
本
症

患
者
を
早
期
に
発
見
し
て
医
療
介
入
に
導
く
と
同
時
に
、
不

要
な
再
検
査
を
低
減
さ
せ
、
新
生
児
並
び
に
保
護
者
の
負
担

軽
減
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

母
子
保
健
検
査
部
　
渡
辺
和
宏

　

第
59
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
学
術
大
会
（
大
会
長　

加

藤
公
則
・
新
潟
大
学
大
学
院
生
活
習
慣
病
予
防
検
査
医
学
講

座
教
授
／
一
般
社
団
法
人
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
）
が

８
月
30
～
31
日
、「
人
が
『
人
ら
し
く
』生
き
る
た
め
に
―
―

健
康
長
寿
に
寄
与
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
を
目
指
し
て
」
を
テ

ー
マ
に
新
潟
県
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー

長
の
木
口
一
成
、
総
合
健
診
部
長
の
川
井
三
恵
の
他
、
職
員

４
人
が
参
加
し
た
。

　

第
45
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
学
術
集
会
（
会

長　

大
竹
明
・
埼
玉
医
科
大
学
病
院
教
授
／
難
病
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
）
が
８
月
17
～
18
日
、「
遺
伝
子
に
よ
る
マ

ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
で
開
催
さ
れ
、
母
子
保
健
検
査
部
長
の
世
良
保
美
の

他
、
筆
者
を
含
む
職
員
５
人
が
参
加
し
た
。

　

本
学
術
集
会
に
は
、
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｎ

Ｂ
Ｓ
）
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
２
５
０
人
余
り
が
参
加
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
、
一
般
演
題
な
ど
で
、
臨

床
や
検
査
の
立
場
か
ら
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

筆
者
は
一
般
演
題
で
、「
東
京
都
に
お
け
る
極
長
鎖
ア
シ

ル
Ｃ
ｏ
Ａ
脱
水
素
酵
素
欠
損
症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
現
状
と

今
後
に
向
け
た
検
討
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

　

第
36
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
（
主
催　

予
防
医
学
事
業

中
央
会
／
本
会
）
が
８
月
30
～
31
日
の
両
日
、
東
京
都
新
宿

区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
傘
下
の
全
国
支

部
か
ら
情
報
統
計
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
事
業
を
推
進
す

る
上
で
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
の
情
報
統
計
の
あ
り
方
な
ど
を

模
索
・
検
討
し
、
職
員
の
意
識
の
向
上
を
目
指
す
場
と
し
て

毎
年
、
支
部
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
本

会
が
担
当
し
、
95
人
が
参
加
す
る
盛
況
と
な
っ
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
中
央
会
事
務
局
及
び
千
葉
県
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
の
各
支
部
か
ら
実
行
委
員
が
集
ま
り
、
ま

ず
今
年
の
テ
ー
マ
を
企
画
。
そ
の
後
、
各
支
部
に
対
し
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
や
り
取
り
を
数
回
行
っ
た
。
研
修
会
の

限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
事
前
の
資
料

作
成
は
重
要
で
あ
り
、
実
行
委
員
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
る
。

　

研
修
会
初
日
は
、
情
報
処
理
分
野
、
成
績
処
理
分
野
（
職

本
会
の

動
活

第
59
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会

学
術
大
会
の一般
演
題
で
発
表

第
36
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
を
開
催

第
45
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会

学
術
集
会
で
本
会
の
取
り
組
み
を
発
表

そ
の
他
の
活
動

か
ら

○
第
14
回
こ
れ
か
ら
の
健
診
事
業
を
考
え
る
会
（
主
催　

日

本
人
間
ド
ッ
ク
健
診
協
会
）
が
７
月
５
日
、
東
京
都
千
代
田

区
で
開
催
さ
れ
、
常
務
理
事
の
大
畠
利
彦
の
他
、
職
域
保
健

部
の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

○
第
54
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会
・
学
術
集
会
（
会
長　

富
田
英
・
昭
和
大
学
病
院
小
児
循
環
器
・
成
人
先
天
性
心
疾

患
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）
が
７
月
５
～
７
日
、「
伝
え
育
て

る
小
児
循
環
器
―
―
20
年
後
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、
地
域
・
学
校
保

健
担
当
理
事
の
阿
部
勝
已
と
学
校
保
健
部
の
職
員
３
人
、
検

診
検
査
部
の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

○
平
成
30
年
度
第
１
回
東
京
都
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
読
影
講
習

会
（
主
催　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
保
健
医
療
公
社
東
京
都

が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
）
が
７
月
７
日
、
東
京
都
府
中
市
の
東

京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
が
ん
検
診
・
診
断

部
長
の
坂
佳
奈
子
が
講
師
と
し
て
参
加
し
た
。

○
第
37
回
東
京
都
臨
床
細
胞
学
会
総
会
・
学
術
集
会
（
会
長　

小
松
京
子
・
が
ん
研
有
明
病
院
臨
床
病
理
セ
ン
タ
ー
技
師
長
）

が
７
月
８
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
東
京
医
科
大
学
病
院
で
開

催
さ
れ
、細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

○
第
５
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
研
修
会
が
７
月
14
日
、
東

京
都
千
代
田
区
で
開
催
さ
れ
、
検
査
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
木

口
一
成
と
細
胞
病
理
診
断
部
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し

た
。

○
第
58
回
日
本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
学
術
講
演
会
（
会

長　

原
田
省
・
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
）
が
８
月
２

日
～
４
日
、「
Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」

を
テ
ー
マ
に
鳥
取
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
、
細
胞
病
理
診
断

部
長
の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

○
勤
続
20
年
の
職
員
を
対
象
と
し
た
海
外
研
修
が
８
月
19
～

25
日
に
行
わ
れ
、
広
報
室
部
長
の
東
卓
也
を
団
長
と
す
る
職

員
７
人
が
台
湾
・
韓
国
の
健
診
機
関
等
を
訪
問
し
た
。
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課
程
で
、
統
合
看
護
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
会
は
、
そ
の
臨
地
実
習
に
協
力
し
、
７
月
23
日
、
25
日

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
看
護
学
生
６
人
を
受
け
入
れ
た
。
実

習
を
行
っ
た
看
護
学
生
は
、
本
会
の
保
健
師
か
ら
、
検
査
、

健
診
や
保
健
指
導
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く
り
支
援
活
動

の
説
明
を
受
け
、
現
場
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

　

ジ
ョ
イ
セ
フ
で
は
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト

に
よ
る
生
涯
を
通
し
た
女
性
の
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
と
し
て
、
７
月
15
～
27
日
ま
で
の
約
２
週
間
に
わ
た

り
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
10
人
を
対

象
と
し
た
研
修
を
行
っ
た
。

　

そ
の
一
行
が
７
月
23
日
、
本
会
を
訪
れ
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
検
診
車
、
女
性
検
診
セ
ン
タ
ー
、
母
子
保
健
検
査
部
の
見

学
を
行
っ
た
。
ま
た
、「
本
会
の
概
要
及
び
母
子
保
健
事
業

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、
本
会
検
査
研
究
セ

ン
タ
ー
長
の
木
口
一
成
と
細
胞
病
理
部
長
の
久
布
白
兼
行
ら

が
対
応
し
た
。

　

東
洋
大
学
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
学
科

と
帝
京
短
期
大
学
の
生
活
科
学
科
生
活
科
学
専
攻
で
は
、
養

護
教
諭
を
目
指
す
学
生
を
対
象
に
、
学
校
保
健
現
場
で
の
見

学
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
会
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
見
学
実
習
に
協

力
し
、
学
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
今
年
度
は
両
大
学
が

共
同
で
見
学
実
習
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
８
月
７
日
に
学
生

18
人
を
受
け
入
れ
た
。

　

訪
れ
た
学
生
は
、
本
会
学
校
保
健
部
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
学

校
保
健
事
業
の
概
要
に
関
す
る
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
臨
床

検
査
技
師
か
ら
検
査
や
健
診
の
実
際
の
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
検
査
室
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

東
京
工
科
大
学
で
は
、
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
の
教
育

人
・
往
来

学校検診で異常を指摘されたけれど、近くに専門医がいない。
軽微な異常で治療は必要ないけれど、定期的な経過観察は必要。
「小児健康相談室」では、そうした子どもたちを対象として、
専門医による経過観察、生活指導を行っています。

小 児 健 康 相 談 室 の ご 案 内 検診で異常を指摘された子どもを対象に、
専門医によるフォローアップを行っています

東京都新宿区市谷砂土原町1-2
公益財団法人 東京都予防医学協会 学校保健部 03-3269-1131問い合わせ・申し込み

開催日：第1水曜日 14時半～15時半

前田美穂先生による
『貧血電話相談室』

養護教諭・保健師・看護師からの相談を
お受けします（無料）

腎臓病 心臓病 貧血 脊柱側わん症 肥満・コレステロール 思春期やせ症

担当医
村上睦美
日本医科大学
名誉教授

浅井利夫
東京女子医科大学
名誉教授

前田美穂
日本医科大学
名誉教授

南 昌平
聖隷佐倉市民病院名誉院長

礒辺啓二郎
元千葉大学教授

岡田知雄
神奈川工科大学

応用バイオ科学部教授

鈴木眞理
政策研究大学院大学

教授

外来日 第3木曜日 午前 第１木曜日 午後 第１水曜日 午後 第２月曜日 午後
第４水曜日 午後 第３水曜日 午後 第１金曜日 午後

検査や診断には費用がかかります（保険診療）。
本会で学校検診を受けた方は、検査・検診時のデータを用いて診療や相談が可能です。

川崎成郎医師が
本会の消化器診断部長に就任しました

化器・内科外来、内視鏡センターを担当しています。
 日本外科学会 学会認定医・指導医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視

鏡学会専門医・指導医、日本静脈経調栄養学会認定医・専門医などの資格を持って
いる他、NPO法人PEGドクターズネットワークの理事を務めています。
　学生の頃は水泳部に所属していたとのことですが、今はウォーキングで運動不足
を解消しているようです。楽しみは晩酌。つまみは自分で作ることもあるそうです。

　川崎成郎（かわさき なるお）医師は、1994年に東京慈
恵会医科大学医学部を卒業し、同大学院修了後、同大学外
科学講座に入局。国際医療福祉大学病院外科准教授、町田
市民病院外科担当部長を経て、2018年10月に本会消化器
診断部長に就任しました。本会保健会館クリニックでは消

ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
医
師
ら
の
研
修
に
協
力

東
京
工
科
大
学
の
学
生
の
統
合
看
護
実
習
に
協
力

帝
京
短
大
と
東
洋
大
学
の
学
生
の
見
学
実
習
に
協
力
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第 2 8 2 回 ヘ ルスケア研 修 会

新型タバコの有害成分と健康影響
11月28日（水）14時～16時日時

千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

Information

第 2 8 3 回 ヘ ルスケア研 修 会

保健指導の成果があがらない人たちと
どう向き合うか

1月30日（水）14時～16時日時

千代田区・「星陵会館」2階ホール会場

第 5 6 回 東 京 思 春 期 保 健 研 究 会

学校で配慮と支援が必要な
LGBTの子どもたち

東京思春期保健研究会事務局  03-5275-1191問い合わせ

11月10日（土）16時～日時

新宿区・持田製薬株式会社 本社２階「ルークホール」会場

演題　学校で配慮と支援が必要なLGBTの子どもたち
講師　日高 庸晴 氏　宝塚大学看護学部教授　

●参加費  一般：1,000円　学生：500円
●申込不要

演題　新型タバコの有害成分と健康影響
　　　――現時点でわかっていること
講師　欅田 尚樹 氏　国立保健医療科学院生活習慣病環境研究部部長

●参加費  2,000円

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

●申込不要　●定員  300人（先着順）

演題　保健指導の成果があがらない人たちとどう向き合うか
　　　――医療における二人称的参画について考えてみよう
講師　岩田　誠 氏　東京女子医科大学名誉教授

東京都予防医学協会 広報室  
03-3269-1131　内線2241、2242　

問い合わせ

第8回遺伝がわかるセミナー

いま改めて、出生前診断を考える
1月20日（日）10時～16時15分日時

文京区・「平和と労働センター・全労連会館」会場

日本家族計画協会  03-3269-4785問い合わせ

●参加費  10,800円（税込） ●定員  100人(先着順)
●対象 保健師、助産師、看護師、看護教員、保育士等

講師　小野 　正恵 氏　東京逓信病院小児科 部長
　　　青木 美紀子 氏　聖路加国際大学遺伝看護学 准教授
　　　山中 美智子 氏　聖路加国際病院遺伝診療部部長
　　　佐藤 　孝道 氏　武久レディースクリニック顧問

●参加費  2,000円
●申込不要　●定員  300人（先着順）
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あ な た の 健 康 づくりを 全 力 サ ポ ート！

2018年10月15日発行　通巻第530号
2018 AUTUMN  秋号  No. 02

●『よぼう医学』は本会ホームページ（https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/）からもご覧いただけます。
※本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載をお断りします。

Eメール koho@yobouigaku-tokyo.jp
F A X 03-3269-7562
T E L 03-3269-1131

◉送付先の変更・送付中止について
　送付先の変更・送付中止を希望される場合には、広報室
までお知らせください。

お問い合わせ・
お申し込みは事務局まで

東京都新宿区市谷砂土原町1- 2
公益財団法人東京都予防医学協会 広報室
TEL 03-3269-1131　内線2241、2242

健康管理コンサルタントセンター 事務局

健康管理コンサルタントセンターの幹事であ
る医師が事業所、学校、各種団体の健康
管理をアドバイスいたします（予約制・無料）。

健康管理コンサルタントセンター
コンサルテーションのご案内

健康管理相談を
お引き受けします

　日頃より、公益財団法人東京都予防医学
協会の機関誌「よぼう医学」をご愛読くだ
さりありがとうございます。

◉個人情報の取扱いについて

　本会では、「よぼう医学」を送付させていただいている
皆様について、送付に必要な情報（氏名、住所、所属、役
職など）を送付名簿として保持しております。
　これらの個人情報の収集、保存、利用につきましては、
本会の個人情報保護方針に基づき、厳重な管理の下に運用
しております。送付名簿からの削除や変更を希望される場
合には、お手数ですが、下記広報室までご連絡ください。
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通常線量 30%減

線質散乱線補正

 Dynamic Visualization
+ u諧調（ACM処理）

ISC
Mo陽極 W陽極+ISC 

S-View 

2D

3D

画像処理技術を磨き続け、
さらなる高画質・低線量に挑戦します。

ISR

FSC

MFP
+T(ハードコピー）階調

Ｗ（ソフトコピー）階調

富士フイルムは、画像処理技術を駆使し、マンモグラフィ

装置の高画質・低線量化を進めてきました。

これからも、さらに技術開発を進め、高画質・低線量を

さらに高次元で両立するマンモグラフィ装置を

追求していきます。

Tomosynthesis
Reconstruction 

富士フイルムグループは
乳がん検診啓発活動を応援しています。

I SC 線質補正技術
FSC 微細構造鮮明化処理
  
 
  

ISR 逐次超解像再構成処理
● 超解像技術
● 逐次近似法（アーチファクト抑制／ノイズ低減）
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